
各地区電友会だより（宮城）

地区会長・書残局長会議

支部代表者会

理事会・江刺です

lJ

◆
宮
城
支
部

◎
地
区
会
長
・
事
超
局

長
会
議
開
催

3
0
年
3
月
1
4
日
、
N
T

T
ビ
ル
に
お
い
て
開
催
。

叩
年
度
事
業
計
画
、
折
会

‖
拡
大
施
策
、
ボ
ラ
ン

テ
了
ア
活
動
表
彰
の
時
制

等
に
つ
い
て
審
議
、
及
び
支
部
長
・
弔
務
局
長
会
議
膜

構
等
に
つ
い
て
祁
苦
を
行
い
ま
し
た
ン

◎
支
部
代
表
者
会
開
催

叩
年
5
月
2
5
日
、
N
T
T
ビ
ル
に
お
い
て
地
区
中
仙

友
会
代
表
者
並
び
に
支
部
役
員
合
わ
せ
て
封
名
が
出

席
し
開
催
八
一

代
表
者
会
終
了
後
、
五
橋
ビ
ル
食
堂
で
N
T
T
宮

城
車
業
部
給
務
部
幹
部
の
皆
様
を
お
招
き
し
懇
親
会

を
開
催
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
し

◆
五
ッ
橋
ク
ラ
ブ

◎
第
1
回
理
事
会
開
催

叩
隼
5
月
3
0
日
、
N
T
T
五
橋
ビ
ル
会
議
小
圭
に
お

い
て
、
役
員
3
3
名
が
出
席
し
開
催
一
か
い
寿
の
お
祝
い

の
見
直
し
、
行
ソ
橋
ク
ラ
フ
会
則
・
弔
慰
規
定
の
一

部
改
定
、
定
期
総
会
審
議
案
件
と
し
て
、
平
年
度
車

業
侶
告
及
び
決
算
銅
山
巧
　
3
0
年
度
里
左
京
計
両
、
予
舘

奥
野
支
部
長
挨
拶
の
後
、
議
長
に
気
仙
沼
ク
ラ
ブ

の
菊
日
中
務
局
H
を
選
出
し
議
車
に
入
り
ま
し
た

半
年
喋
小
葉
報
告
亜
び
∴
決
算
損
告
、
3
0
年
度
中

某
計
両
並
び
に
収
乞
ナ
符
、
友
部
規
約
の
．
部
改
正

及
び
役
目
の
改
選
等
の
議
案
が
車
務
局
か
ら
掟
案
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
レ
一
お
り
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
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受付ては使用済のケータイを
回収ホックスヘ

今年も大スクリーンを使用しての
総会書譲

元気な藤枝副会長の中綿て
ヨーノl

桜はう・つ・く・し・い

案
、
規
定
の
T
部
改
定
、
役
員
改
選
等
に
つ
い
て
審

議
■
　
ま
た
会
長
表
彰
候
補
の
推
薦
等
を
行
い
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
√

◎
定
期
総
会
の
開
催

3
0
年
6
月
日
日
、
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い

て
1
7
1
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た

り
ま
し
た
■
車
務
局
か
ら
議
案
の
提
案
や
サ
ー
ク
ル

第
1
部
で
は
物
故
者
I
㌧
－
、

へ
の
黙
祷
の
後
、
恒
例

の
　
三
一
つ
の
願
い
」
を

唱
和
し
、
議
長
に
き
ら

ら
保
険
サ
ー
ビ
ス
（
株
）

東
北
支
店
長
前
m
稔
氏

を
選
出
し
て
審
議
に
人

の
活
動
状
況
等
は
今
年
も

会
場
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
て
．
行
わ
れ
、
満
場
一

致
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
－

続
い
て
、
賀
寮
の
お
祝

い
を
行
い
、
今
回
対
象
と

な
る
1
5
8
余
日
の
方
の
う

第
り
】
部
は
、
N
T
T
東
日
本
取
締
役
宮
城
事
業
部

長
中
村
浩
様
始
め
幹
部
の
皆
様
、
賛
助
会
員
各
社
（
N

T
T
グ
ル
ー
プ
企
業
各
社
一
の
幹
部
の
皆
様
を
ご
来

賓
に
お
招
き
し
、
余
日
と
の
和
や
か
な
懇
親
会
と
な

り
ま
し
た
▼

ち
、
今
回
出
席
さ
れ
た
端
名
の
方
に
会
長
よ
り
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
k
役
目
を
長
隼

務
め
退
任
さ
れ
た
川
名
の
方
を
会
に
表
彰
と
し
て
紹

介
し
、
こ
の
う
ち
今
回
出
席
さ
れ
た
4
名
の
万
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
一

◆
仙
南
O
B
会

◎
第
3
2
回
定
期
総
会
開
催

時
期
　
平
成
州
毎
土
日
7
日

場
所
　
ラ
ラ
き
′
＼
ら
会
館
　
（
左
吋
京
町
一

－

・

1

．

1

　

－

　

．

ヽ

－

　

、

　

）

　

一

　

l

一

一

卜
7
日
〃
〓
し
の
一
日
芋
・

本
桜
の
開
花
宣
言
が
例
隼

に
な
い
程
早
／
、
、
1
日
り
5

日
に
は
桜
ま
つ
り
聞
催
と
■
、

同
時
に
満
開
を
迎
え
、
今

隼
も
自
石
川
て
の
尾
形
舶

運
行
が
な
さ
れ
て
お
り
多
「
」

′
、
の
純
光
客
て
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し
た

こ
の
よ
う
な
状
況
の
申
、
5
7
名
の
参
加
音
を
得
て

総
会
を
宍
施
す
る
二
ヒ
カ
て
き
ま
し
た
　
十
葉
余
巨

の
挨
拶
に
続
い
て
、
H
T
T
東
日
本
宮
城
車
美
都
仙

わ
、
‖
業
友
情
艮
柿
木
症
よ
り
H
T
T
の
動
向
等
に
つ

い
て
こ
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た

そ
り
後
、
艮
左
君
の
ん
々
に
余
技
よ
り
お
祝
い
金
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今年も大黒天機か登場

今年も元気でプレーするそ－

の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
（

様様会結

∋
文
化
講
浜
会

期
▼
　
〃
十
反
柚
※
∵
i
H
T
日

日
▲
竹
中
　
ラ
一
マ
さ
‥
ら
会
館
　
（
大
河
原
町
）

講
帥
　
日
生
赤
卜
字
病
院
右
護
部

老
人
右
譲
専
門
石
遭
師
　
日
向
　
園
悪
氏

演
題
　
「
よ
了
、
生
き
、
よ
り
よ
い
最
期
を
迎
え
る

た
め
に
～
医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
の
備
え
1
」
　
に
つ
い
て

参
加
音
　
5
摘
心
〓
　
■
O
B
会
日
数
5
3
名
二
股
3
れ
）

講
演
・
王
片

目
分
の
望
ま
し
い
妃
に
つ
い
て
、
‖
分
の
こ
と
を

H
分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
し

ま
す
か
■
も
し
も
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
人
車
で
す

よ
と
講
話
を
頂
き
ま
し
た
■

い
す
れ
に
し
て
も
死
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
こ
と

な
の
で
、
こ
の
桂
会
に
家
族
と
請
を
す
る
機
会
を
持

つ
よ
う
に
心
掛
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
・

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

骨
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

・
春
季
大
会

時
期
　
平
成
3
0
年
5
月
1
6
日

場
所
　
大
河
原
多
目
的
グ
ラ
ン
ト

僚
勝
　
野
口
　
碑
満
　
　
準
優
勝
　
鈴
木

議
事
は
順
調
に
進
行
し
新
会
長
に
は
」
日
日
忠
宏
氏

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
【

総
会
終
了
後
懇
親
会
に
入
り
、
今
年
も
大
黒
様
が

長
寿
者
の
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
、
又
、
女
性

陣
に
よ
る
息
の
合
っ
た
芸
が
披
露
き
れ
大
い
に
盛
り

卜
が
り
ま
し
た

そ
の
後
も
カ
ラ
オ
ケ

レ
芯
化
さ
あ
っ
と
。
〓
う
問

に
終
了
時
聞
と
な
り
、

軌
の
旅
行
の
再
会
を
明

し
て
お
聞
き
と
な
り
ま

し
た

袖
度
を
超
す
猛
井
目
に
も
か
か
わ
ら
す
岬
名
の
参

加
与
亮
〓
て
実
施
、
幸
い
に
も
皆
さ
ん
元
気
に
フ
レ
ー

〓
来
た
こ
と
が
何
よ
り
も
姉
し
か
っ
た
こ
と
で
す
■
・
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大橋クラフ総会質疑横様

麻雀の後の
ヒールはうまいネー

大崎クラブ
「総会」

骨
麻
雀
愛
好
会

∴
弟
引
1
回
大
会

時
期
　
平
成
2
9
年
日
月
8
日

場
所
　
山
石
市
　
薬
師
の
湯
「
ひ
ま
わ
り
」

優
勝
　
原
田
　
忠
利
　
　
準
優
勝
　
千
葉
　
定
一

・
第
6
2
回
入
会

時
期
　
平
成
3
0
年
3
月
1
4
日

場
所
・
日
石
市
　
薬
師
の
湯
「
ひ
ま
わ
り
」

優
勝
　
鈴
木
・
火
　
　
　
準
優
勝
　
野
〓
　
種
満

蔵
土
山
麓
か
ら
吹
き
降
ろ
す
ス
ギ
花
粉
に
悩
む
雀

仁
も
お
り
ま
し
た
が
会
場
は
冬
眠
か
ら
党
め
た
よ
う

に
怒
涛
の
勢
い
で
戦
い
に
入
り
ま
し
た

大
会
終
／
後
は
、
反
省
及
び
1
年
の
抱
n
そ
し
て

性
根
て
再
会
J
．
こ
誓
い
合
う
な
ヒ
楽
し
い
▲
畔
を
起
こ

し
ま
し
た

◆
大
崎
ク
ラ
ブ

三
定
期
総
会
開
催

半
成
帥
年
度
、
第
引
回

定
期
持
去
を
1
H
刀
日
に

卜
ヘ
イ
ト
．
り
ー
「
＝
刀
グ
ラ
ン
ト

半
克
て
ヤ
ー
缶
C
侶
席
で
閲

…
頼
し
ま
し
た

．
1
．
．
1
・
毀
　
呵
隼
度
と
今
年

】
■
・
・
l
∴
．
一
▲
一
、
．
．

L
＝
そ
こ
音
」
圭
ン
ご
れ
た
3
ん
釣

へ
の
黙
特
の
後
、
肯
沼
会
長
の
挨
拶
、
ご
来
賓
の
N

T
T
東
日
本
1
東
北
古
川
洋
莱
支
店
長
鈴
木
洋
幸
様

よ
〓
∴
八
T
T
の
現
状
ヒ
今
後
の
方
針
等
の
こ
挨
拶
、

N
T
T
労
組
退
職
音
の
会
古
川
地
k
協
議
会
会
に
遊

佐
賢
∴
様
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
議
長
に
中
鉢
勉
さ

ん
を
選
出
し
議
車
に
入
り
ま
し
た
～

2
9
年
度
串
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
監
査
狙
告
、

叩
隼
度
事
業
計
画
　
（
案
）
等
の
承
認
を
い
た
だ
き
ま

し
た

3
サ
ー
ク
ル
溝
助

」
N
T
T
古
川
O
B
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

・
納
会
大
会
の
間
借

り
隼
日
月
1
5
日
、
1
隼
問
を
締
め
折
る
納
会
大
会

が
加
美
町
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
ハ
ー
・
ク
コ
ル
フ
場
に

て
行
な
わ
れ
、
乃
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
　
年

間
総
合
成
績
と
豪
華
な
賞
品
獲
得
を
目
指
し
僅
差
の

熱
戦
が
繰
り
広
け
ら
れ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
通
り

で
す優

　
勝
　
高
橋
房
之
助
　
準
優
勝
　
に
〓
沼
　
幸
列

年
間
総
合
成
績

第
1
位
　
高
橋
房
ヱ
助
　
第
り
】
位
　
中
鉢
　
信
√

・
弟
ほ
回
通
常
総
会

去
る
1
日
3
日
、
人
情
市
岡
芳
紀
豆
て
第
1
5
回
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
　
月
例
会
の
在
日
∴
〃
な

い
一
て
活
発
な
意
見
変
換
か
行
わ
れ
ま
し
た
が
満
場
．

投
で
平
成
叩
隼
度
車
業
方
針
、
√
了
算
案
か
承
認
さ
れ
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練習会の
ナイスショット

ステキな絵手紙かいっぱい

ま
し
た
・
新
会
長
に
小
川
剛
き
ん
を
選
出
し
、
夜
に

は
折
余
技
を
囲
ん
で
の
懇
親
会
が
も
た
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た

∴
†
履
四
五
五
㌢
ソ
左
余
成
績

丁
目
　
便
路
　
櫻
け
　
華
　
準
優
勝
＝
聖
卜
性
行

日
日
　
健
棒
　
大
高
保
雄
　
準
優
勝
　
扁
ナ
伸
行

3
月
　
健
棒
．
。
浦
克
己
　
準
優
勝
‥
永
塚
照
敏

・
平
成
3
0
年
度
の
活
動
計
画

毎
週
木
曜
日
勉
強
会
を
行
い
ま
す
ゥ
大
会
は
　
「
春

季
」
「
秋
季
」
「
打
ち
初
め
」
　
の
3
回
予
定
し
て
お
り

ま
す

甘
古
川
囲
碁
ク
ラ
ブ

毎
週
木
曜
日
に
退
職
者
サ
ロ
ン
で
勉
強
会
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
会
員
数
は
8
名
と
少
数
で
す
が
毎

回
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ
話
し
な
が
ら
碁
を
打
っ
て
仲
間

の
親
睦
を
図
？
て
お
り
圭
す
。
会
口
‖
基
某
の
声
掛
け

を
続
け
、
伸
問
を
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す

半
成
3
0
牛
虎
総
会
が
古
川
退
職
者
サ
ロ
ン
て
実
施

さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た

尚
、
役
目
改
選
時
制
て
あ
り
ま
し
た
が
全
て
現
役

続
投
と
決
定
し
終
了
し
ま
し
た

隼
問
の
活
動
計
画
の
ひ
と
つ
C
…
某
－
三
∴
信
じ
外
与

牛
か
あ
り
ま
す
■
　
こ
こ
数
隼
は
5
月
∴
西
古
川
の
O

B
て
も
あ
る
今
野
ガ
ー
デ
ン
に
行
き
ま
し
た

城
小
■
の
船
形
山
を
借
景
に
広
い
カ
ー
テ
ン
内
は
バ

ラ
を
主
に
様
々
な
花
々
が
咲
き
ほ
こ
り
、
そ
れ
は
そ

れ
は
み
ご
と
な
も
の
で
す
。
銘
々
好
き
な
花
を
描
き
、

花
の
香
り
に
包
ま
れ
て
幸
せ
気
分
に
ひ
た
り
ま
す
〔

7
月
は
お
一
人
に
な
ら
れ
た
O
B
の
方
々
に
　
「
お
元

気
で
す
か
」
　
の
二
二
＝
を
そ
え
て
暑
中
見
舞
を
5
0
枚
程

発
送
し
て
い
ま
す
㌧

絵
千
紙
作
家
の
小
池
邦
夫
さ
ん
は
、
絵
手
紙
は
「
ヘ

ヶ
て
い
い
、
ヘ
ク
が
い
い
」
と
喜
∵
二
て
＝
ま
す
が
、

こ
の
　
「
ヘ
タ
」
し
こ
は
「
∩
分
の
味
」
と
い
う
意
味
て

㈲
花
野
果

仲
問
と
1
↑
口
車
り
二
′
亭
う
サ
ロ
、
／
て
の
例
会
は

す
シ
ャ
ベ
ロ
と
笑
い
て
、
ひ
し
ー
段
落
す
る
と
各
ヤ
が

持
ち
寄
る
季
節
の
題
材
を
よ
ノ
＼
観
察
し
な
が
ら
、
真

剣
に
描
き
始
め
ま
す
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七　一▼（こ

環境を整備し
いつかは美しい桜の花が

′　ノ　　　　　　　J

す
っ
　
上
手
い
と
か
器
用
で
あ
る
必
要
は
な
ノ
、
、
つ
た

な
く
て
も
い
い
か
ら
短
い
言
葉
と
絵
の
中
に
自
分
の

気
持
ち
を
込
め
て
ド
さ
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
上
手
く
描
こ
う
と
せ
ず
に
「
自
分
の

味
」
を
素
直
に
出
し
て
描
け
た
ら
と
思
い
ま
す

そ
し
て
仲
間
と
共
に
オ
シ
ャ
ベ
リ
と
笑
い
で
い
つ

ま
で
も
若
々
し
く
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

畑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
桜
友
会
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
体
2
0
0
0
本
桜
の
会
と
共
同

で
大
崎
市
古
川
に
あ
る
市
民
憩
い
の
場
で
あ
る
化
女

沼
湖
畔
周
辺
の
環
境
歴
備
の
為
に
昨
年
7
月
2
7
日
ボ

ラ
ン
テ
で
ア
サ
ー
ク
ル
　
「
桜
友
会
」
を
発
足
し
、
■
1

隼
1
回
清
掃
、
ゴ
ミ
拾
い
′
り
去
十
節
に
よ
っ
て
桜
の
周

辺
の
除
草
、
追
肥
等
の
活
動
を
し
て
来
ま
し
た
。
今

㌍
初
め
の
4
月
2
9
円
に
は
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
川
周
年

世
界
農
業
遺
産
認
定
記
念
を
冠
に
掲
げ
、
化
女
沼
環

境
美
化
活
動
と
し
て
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
と
季

節
ご
と
の
清
掃
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

来
年
初
め
に
は
桜
の
苗
木
を
贈
口
重
植
樹
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
一

◆
小
牛
田
ク
ラ
ブ

怠
新
年
会
開
催

そ
の
口
、
1
月
1
5
日
は
、
2
日
前
ま
で
宮
城
県
を

除
く
析
潟
、
冨
山
、
福
井
、
山
形
県
な
ど
日
本
海
側

は
大
中
」
と
な
る
降
車
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、
当
H
は
寒

さ
も
若
干
緩
み
絶
好
の
　
「
新
年
会
」
日
和
と
な
り
ま

し
た
ハ会

長
か
ら
、
今
年
は
戌
年
に
つ
き
、
い
い
こ
と
が

ワ
ン
さ
か
あ
り
、
更
に
ワ
ン
ダ
フ
ル
な
1
年
と
な
る

よ
う
祈
念
す
る
と
の
話
が
あ
り
、
戌
年
生
ま
れ
の
会

員
の
乾
杯
の
音
頭
で
延
々
と
続
く
で
あ
ろ
う
酒
盛
り

は
始
ま
り
ま
し
た
■

◎
定
期
総
会
開
催

平
成
叩
隼
5
月
ほ
∩
、

1
7
名
の
参
加
者
で
小
牛
田

駅
前
の
　
「
友
来
会
鮪
」
　
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
会
に
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パークコルフ愛好会

総会出席者

平成2時よt土嚢気仙沼クラブtt●

カラオケは変しいネー

挨
拶
の
後
、
早
速
、
議
事
に
入
り
議
案
は
満
場
一
致

で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
・

こ
の
総
会
で
長
い
間
、
事
務
局
長
と
し
て
当
ク
ラ

ブ
の
世
話
役
で
あ
り
ま
し
た
伊
藤
信
行
き
ん
が
一
身

上
の
都
合
で
辞
し
、
下
山
正
男
さ
ん
が
新
事
務
局
長

に
連
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
新
会
員
の
紹
介
は
で
き
な
い
寂
し
さ
も

あ
り
ま
し
た
が
、
祝
宴
で
は
大
い
に
飲
み
元
気
で
楽

し
く
長
生
き
し
よ
う
と
、
い
つ
も
の
よ
う
に
時
間
の

過
ぎ
る
の
も
忘
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

平
成
2
9
年
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会
納
会
を
、
に

月
1
日
巾
升
飯
店
「
幸
楽
」
　
で
開
催
し
、
岬
名
が
参

加
し
ま
し
た
【
一

愛
好
会
創
設
か
ら
ほ
年
り
大
会
も
4
0
回
H
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
記
念
品
そ
の
他
豪
華
商
品
を
送
呈
し

ま
し
た
。

鉄
人
賞
　
　
北
川
　
澄
男
　
全
試
合
出
場

日
収
優
秀
賞
　
毛
利
　
学
治
　
通
算
成
縮
1
位

ま
た
、
3
0
年
4
月
6
日
加
護
坊
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

議
案
、
審
議
し
た
繕
稟
す
べ
て
棺
二
芸
道
．
り
卓
認
き
れ

ま
し
た

総
会
終
了
後
に
懇
親
会

を
開
催
し
交
流
を
深
め
ま

し
た
〔
二
見
口
寿
を
迎
え
ら
れ

た
方
々
に
お
祝
い
が
、
吉

田
新
会
長
よ
り
贈
ら
れ
ま

し
た
r
U
　
お
互
い
の
近
況
を

場
に
て
柑
名
の
参
加
で
、

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
√
U

今
年
は
遠
藤
賢
治
さ

ん
を
新
会
員
に
迎
え
、

総
会
終
了
後
、
引
き
続

き
定
期
練
習
会
を
行
い

ま
し
た
。

語
り
合
い
無
事
を
確
認
し
、
カ
ラ
オ
ケ
、
舞
踊
、
ゲ
ー

ム
等
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た

◆
気
仙
沼
ク
ラ
ブ

′
平
咲
2
9
年
度
に
実
施
し
た
・
仁
な
行
車
J

（
〔
心
定
期
総
会

6
日
H
H
気
仙
沼
市
港
町
、
サ
ン
マ
リ
、
ノ
気
仙
沼

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
来
賓
に
H
T
T
来
日
左
1
㌧
東
北

気
仙
沼
喜
某
乞
店
長
武
澤
秀
。
柾
を
お
迎
え
ー
．
∴
　
′
芸

H
H
名
の
出
席
で
闘
催
し
ま
し
た

一
肌
鳥
に
小
鹿
勝
弘
氏
を
選
出
し
議
車
を
進
め
、
答

こ
腐
満
会
の
粟
施

6
＝
知
日
気
仙
沼
車
港
町
、
サ
ン
マ
リ
ン
気
仙
沼

ふ
∵
丁
ル
に
お
い
て
、
N
T
T
東
日
本
－
東
北
気
仙
沼
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i、－

動作は
ゆっくり－ゆっくり－

常
莱
友
情
艮
武
澤
秀
．
様
の
講
演
を
冥
施
し
ま
し
た

演
題

「
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
仕
組
み
」

技
術
隼
折
の
進
歩
が
速
く
、
理
解
で
き
な
い
点
も

あ
り
ま
し
た
　
お
忙
し
い
申
実
施
し
て
頂
き
、
…
羊
刊

に
親
切
な
説
明
、
質
問
に
村
す
る
丁
寧
な
回
答
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
入
会

9
日
1
9
日
気
仙
沼
車
折
目
日
柄
タ
ラ
巧
、
／
卜
を
川
附

用
し
て
冥
施
し
ま
し
た
　
参
加
1
9
的

優
膵
　
岩
野
　
幸
幻
　
　
準
優
膵
　
†
野
　
清
戊

親
性
と
自
ら
の
性
根
雄
目
し
一
増
進
を
目
的
に
閏
催

し
ま
し
た
　
和
宗
あ
い
あ
い
の
中
て
も
冥
力
を
競
い

あ
い
ま
L
七

三
ボ
ウ
リ
ン
グ
入
会

。
ー
＝
［
仙
‖
気
仙
沼
市
来
耕
城
さ
く
ら
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
第
加
回
ホ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
冥
施
し
ま
し
た

参
加
者
川
名
∵
皇
力
伯
仲
、
点
数
表
を
見
な
か
ら

競
い
あ
い
ま
し
た
　
ヒ
ン
の
倒
れ
る
吉
、
心
地
よ
ィ
、

響
き
ま
し
た

◎
新
年
会
の
開
催

半
成
j
O
隼
の
耕
隼
会
を
り
】
月
，
1
山
〓
気
仙
沼
フ
ラ
サ

ホ
テ
ル
に
て
闇
催
し
ま
し
た

参
加
行
川
名
、
折
隼
を
祝
い
、
お
圧
い
の
近
況
を

語
り
合
工
、
唇
車
を
確
認
し
、
今
年
の
抱
∩
ハ
そ
し
て
、

カ
ラ
オ
ケ
、
誹
…
一
己
ふ
軋
り
ト
カ
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

て
廿
日
品
を
頂
き
時
間
の
す
さ
る
の
も
忘
れ
て
楽
し
み

ま
し
た

等
太
極
拳
体
験
講
習
会

冬
季
問
の
運
動
不
足
解
消
と
健
康
維
持
、
増
進
を

目
的
に
閏
催
し
ま
し
た

3
日
1
5
R
＝
気
仙
沼
市
総
合
体
育
館

講
師
　
量
野
　
∵
1
校
　
　
参
加
者
1
5
名

ル
っ
た
り
し
た
動
き
の
巾
に
、
柚
雑
な
変
化
も
あ

り
い
い
汗
を
流
し
ま
し
た
　
参
加
音
よ
り
サ
ー
ク
ル

と
し
て
練
習
し
た
い
等
の
桔
伍
的
な
意
見
が
あ
り
、

頼
記
す
こ
こ
と
と
し
ま
し
た

◎
女
性
食
中
会

総
会
、
各
種
行
車
を
闘
催
し
て
も
女
性
の
参
加
が

少
な
い
の
で
1
牛
前
よ
り
　
「
女
性
だ
け
の
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す

3
月
〔
仙
H
気
仙
沼
市
南
町
の
世
界
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
■
r
参
加
者
［
仙
名
、
美
味
し
い
食
事
を
頂
き

な
が
ら
、
近
況
を
語
り
合
い
、
昔
話
で
盛
り
ト
カ
り

卜
申
卜
と
各
人
が
旬
を
作
り
、
う
ま
く
ま
と
め
て
川

柳
や
俳
句
を
作
っ
て
、
某
し
い
．
叫
を
過
ご
す
こ
と

が
て
き
ま
し
た
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＼1日Hで城ケルーフlIlいり（；交流まで

i乙†．．心．ん．上土II

元気でにっこり

わきあいあいやってます
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再転垂如虹
＝M川ltHl川Il

◆
石
巻
電
友
会

◎
O
B
・
O
G
交
流
会

、
1
日
は
、
′
冒
凪
2
1
号
の
影
響
で
J
R
等
交
通
機
関

が
全
面
ス
ト
ノ
ブ
。
▼
そ
れ
で
も
O
B
・
O
G
4
5
名
が

石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
集
い
、
踊
り
や
カ
ラ
す
ケ

で
和
や
か
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
「

ご
サ
ー
ク
ル
清
動

Ⅰ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

・
河
－
情
ぺ
‥
七
二
一
ル
フ
場
を
メ
イ
ン
に
月
2
回
の
例

会
を
実
施
し
ま
し
た

・
1
0
日
1
8
日
、
古
川
・
気
仙
沼
・
石
巻
地
区
交
流
余
丁
人

埼
市
加
護
坊
ハ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）
　
に
参
加
し
ま
し
た

今
回
ポ
巻
勢
の
成
績
は
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

次
回
幹
事
は
石
巻
、
頑
張
る
ぞ
〓
‥

に
日
の
納
会
は
、
半
前
に
コ
ー
ス
を
廻
り
牛
後
は

」
㌧
－
リ
ン
グ
大
会
を
実
施
し
　
そ
し
て
夕
力
、
吊
酒
最

て
懇
親
会
を
行
っ
て
1
年
を
／
ま
し
た

2
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル

毎
日
第
3
本
眼
目
に
活
動
し
ま
し
た
　
卜
期
は

個
々
の
活
動
が
多
／
＼
　
写
真
展
へ
C
出
場
等
活
躍
し

ま
し
た

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
溝
助

9
月
3
0
日
、
N
T
T
東
日
本
み
や
ぎ
の
在
東
松
鳥

市
浜
市
地
区
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
3
名
参

加
　
ま
た
、
相
月
封
H
気
仙
沼
大
鳥
の
G
r
e
 
e
 
n

T
 
e
 
a
 
m
 
N
T
T
に
も
3
名
参
加
。
■
　
植
樹
後
の
牛

長
管
理
と
し
て
錐
＝
l
I
L
等
の
F
草
刈
り
を
行
っ
て
き
ま

した、


